
熱暴走誘発・挙動評価/
劣化セルの安全性比較評価

特長 1

多様な熱暴走誘発に対応

• 釘刺しによる内部短絡誘発

• 過電流による熱暴走誘発

• ヒーター、ガスバーナーによる直接加熱

• セル形状、SOC、保護構造に応じた条件設定が可能

特長 2 特長 3

主な実施・評価内容

❶ 釘刺しによる熱暴走誘発

金属製の釘をセルに貫通させ、内部短絡

による熱暴走を再現し、挙動を確認しま

す。釘の材質、寸法等についてはご相談

ください。
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リチウムイオン電池

熱暴走時の挙動を多面的に記録

• 温度・電圧・時間の変化を計測

• 発煙、発火、ガス噴出、破裂などの現象を観察

• 動画記録による挙動の可視化に対応

• セル構造や材料による違いの比較が可能

劣化セルの安全性を新品セルと比較評価

• サイクル劣化、高温保存、長期保存後のセルで評価

• 外部短絡、過充電、圧壊、釘刺しなどの試験が選択可能

• 温度上昇、熱暴走発生時間、発煙、発火挙動の違いを確認

• 開発品、採用品、比較品の安全性確認に有効

本パネルの
ダウンロードは
こちらのQRコード
からどうぞ。

❷ 過充電による熱暴走誘発

規定を超える充電条件を与え、熱暴走に

至るまでの過程と異常挙動を評価します。

安全機構の動作確認も可能です。

❸ 外部加熱による熱暴走誘発

各種ヒーターやガスバーナーなどでセル

を直接加熱することで、安全機構がある

セルでも熱暴走を発生させることが可能

です。

❹ 熱暴走時の挙動観察

温度上昇、電圧変化、発煙、発火、ガス

噴出、破裂などを記録・観察します。ハ

イスピードカメラにも対応いたします。

❺ 温度・電圧・時間モニタリング

熱暴走発生までの時間や進展過程を把握

するため、各種データを継続計測します。

❻ 劣化状態再現セルの作製

充放電サイクル、高温保存、長期保存な

どにより、劣化状態を再現したセルを準

備することが可能です。

❼ 劣化セルの安全性比較試験

新品セルと劣化セルに同様の安全性試験

を行い、熱暴走リスクの違いを比較しま

す。

❽ 個別条件での比較評価

用途や想定事故に応じて、前処理条件や

試験条件を組み合わせた提案試験にも対

応します。

リチウムイオン電池の安全性を把握するには、熱暴走をどのように誘発し、どのような
挙動を示すかを確認することが重要です。ケミトックスでは、釘刺し、過充電、外部加
熱などによって意図的に熱暴走を発生させ、温度上昇、電圧変化、発煙、発火、ガス噴
出、破裂などを観察・記録します。
また、充放電サイクル、高温保存、長期保存などで劣化させたセルに対して安全性試験
を行い、新品セルとの違いを比較します。セルの構造、材料、SOC、劣化状態による安全
性の差を把握し、製品設計や採用判断にご活用いただいております。
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